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納

税

義

務
者

と
し

て

の
内

臓

・

・
注
學
博
士

債
値

の
類

型

と
個

性

・
:

・

・
注

翠

玉

耐
〃
鵜

肚

會

改
造

哲

學

及
び
連
帯

思

想

・

・
文
學
博
士

基

督

教

文
明

の
獲

展

概

論

・

・
法
學
博
士

時

外
蘭

天
然
資
源

の
國
際

的
開
放

の
原
則

:

・
没
學
博
士

産
業
組
合
中
央
金
庫

に
就

C

:

:

減
學
博
士

一説

肪
…

婚

姻
年
齢

の
統
計

的
研
究

・
・

.
経
濟
學
士

雑

銘
跡

失
業
保
険
制
度

の
推

移

:

・
注

學

士

生

産
者
及
び
消
費
者

・
し
て
の
露
西
亜

…

縄
濟
學
士

世
界

的
貨
幣

問
題

勇

.
セ

ル
懲

伽
…

純
濟
學
土

凋

逸

高

等

官

の
生

計

費

・
:

・
純
濟
學
土

マ
ッ
ク

ス
・
ウ

ェ
ー

バ

ー

の
論

文

集

:

・
浜

學

士

林

戸
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恒

藤
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濁
逸
高
等
官
の
生
計
費

岡

崎

成

規

往
年
物
償
騰

貴
頂
上

の
際

に
は
、
我
国

に
於

て
も
、

.

第
+
六
巷

(第
四
號

】四
三
)

七
二
五



雑

録

濁
逸
高
等
官
の
生
計
聯
{
噛

小
學
校
撤
員

、
或

は
判
任

官

の
如

き
、
其

の
生
活
窮

迫

.

に
陥

れ

る
者

、
自

ら
其

の
生
計
費

を
調

査
し

て
、
之

を

耽

曾

に
訴

へ
泥
實
例

は
、
決

し

て
珍
ら

し
く

は
な

か

っ
.

た
。

か

・
る

生
活
難

の

波

ば
高
等
官

の

痒

し
迄
も

披

'
及

し
た

か
は
知
ら

灘
が

、
そ
の
生
計
調

査
は
未

だ
曾

て

獲
表

さ
れ
た
票
を
聞

か
な

い
。

ξ

こ
ろ

が
、

最

近

の

す
ぼ
監
9
巽

穿

Z
巴

o
旨
四
δ
ぎ
巳

Φ

包
直

し。
叶潜ぼ
。。塗
【

　

(鼠
・
く　

妥

琶

劫
見

る
ご

嗣
蓉

ω
ぎ

・
が

U
・・
.

=
四
臣
}嬉
F

¢ヨ
窪

ま
『
巽
o一同
切
ω讐
葺
Φ旨
な

る
論
題

で
、
猫

・

逸

高
等
鱈

の
生

計

賀
に
就

い
て
詳
論

を
試
み

て
み

る
。

氏

に
從

へ
ば
、
本

研
究
は
氏
が

一
日
、
某

高
等
官

ご
生

蜜訂
問
顯
〃を
諂
諛
せ
る
末

、
彼

が
氏

に
示

せ
る
家
計
簿

に

萎

そ

・
研
究
を
加
へ
砦

標
本
饗

で
あ
・
。
高
笠

寡

生
計
裂

で
あ
舞

だ
け
で
も
既
に
五
剰々

の
輿
送

を
+

分

に
引

く
事
が
出
来

る
、
加
之

、
ぎ

豊

や

田

器
.
一

は
所
得

の
大
小

ざ
、
纒
費

分
布

の
愛
化

-し
に
關
す

る
蹄

購難
齢
雛
糠
佛[ 第

十
大
巻

(第
四
號

…
四
四
)

七

二
六

あ

や

へ

も

も

セ

し

へ

も

せ

カ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

し

う

も

へ

ら

記
述

し
て
み

る
所

に
本

研
究

の
眞
償
を
覗

ふ
再
・が
出

家

ボ
。

そ
こ
で
私
は
其

の
概
要

を
紹
介

し

つ
㍉
、
私

の
見

る
所

を
合

せ

て
記
述
す

る
こ
ご

、
し
よ
う
。

む

む

　

　

調
査
主
騰
。
家
族
は
千
九
百
十

一
年

一
月
に
は
、
ま

人
芭
主
婦
ご
子
供
が
二
人
、
合
計
四
人
で
あ

っ
陀
が
、

千
九
百
十

一
年
中

に
も
う

一
人
子
供
が
生
れ
た
。

む

　

　

　

む

む

　

　

調
査
客
艘
及
び
調
査
期
簡
。
.肢
入
は
圭
入
の
俸
給
の

外

に
借
地
料

が
あ

る
ε
述

べ
て
、
み
る
丈

で
、
内

鐸
は
無

[
論

の
こ
蓬
収
入
総
額
を

も
記
述

し
て
み
な

い
。
生

計
調

査

ε
し

て
は
牧
支

の
關

係

を
明

か
に
し
て

る
な

い
の
が

最

も
物

足
り
な
一
威
ぜ
ち
.れ
る
窯
で
あ

る
。
調
査
期
間

一
は
前
醤

如
く
土

ヶ
年
で
あ
っ
て
客

誓

於
け
る

一
纏
支
出
額

は
左

の
通

り
で
あ
る
。
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四
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D
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心
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二
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力
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四
五
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九
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四
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O
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O
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先
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四
二
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四
・
罰
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九

扇

二
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・
四

国
⊥

四
・
四

〇
先

四
三

予
0

丁
近

況
・
=

四
ゐ

訊
二

「「
　

↑

次
第

に
成
長
し

つ

＼
あ

る
子
供

の
養
育
費

の
増
大

ご
を

塞
げ
.る
碁
・が
出
来

る
。

各
費
目

に
於
け

る
支
出

の
分
布
を

百
分
比

に
よ
b

て

示
せ
ば
左
表

の
如

し
。
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濁
逸
高
等
官
の
生
計
費

物話
『

計
他 科 券

【
・
n

一
・
五

四
、・
=

?

五

〇 四 一

ノ、

o剛 一.二
五 二_冒

一三三四
煮

O
・
四

一一義

一
∴
{

一一
・
六

】一
西

一
8

・
ロ

δ

0
∴

石
O
・
O

忘

O
・
O

右

の
表

に
就

い
て
見

る
塒
は

、
支
出

の
主
要
部

分
は

飲
食
費

に
嘗

て
ら
れ
、

二
九

。
四
%
乃

至
四

二
・三
%
を

占

め
て
み

る
。
戦
前

即

ち
千
九

百
十

一
年

よ
b
千
九

百

十
四
年
迄

は
総
支

出
額

も
大

し
た
攣

動
な

く
、
飲

食
費

も
同
様

に
動
揺

少
.な
く

.
李
均

三
二

・二
%

で
あ

っ
た

。

千
九
百
十

五
年

に
至

っ
て
、
飲
食
費

が
急
激

に
膨

脹
し

た
。
即

ち
次

の
四
年
間

一
千
九

百
十

五
年

よ
り
千
九
百

十
八
年
1

に
は

牛

均
三
九

・
二
%

に

上

っ
た
の
で
あ

る

千
九

百
十

九
年

に
は
少

し
下

っ
て
、三

五

・
0
%

`
な

っ

た
が
、
千
九

百
二
十

年

、
二
十

　
年

に
至

っ
て
上

り
、

四
〇

。○

%
以
⊥

に
達

し
た
。

食
欲
費

の
暴
騰

ご
、

小

供

の
成
育

に
伴

ふ
自
然

の
必

要

ε
に
よ

る
の
で
あ

る
。

食

料
品

に
次

い
で
衣

服
が
重
要

で
あ

る
。
衣
服
費

は

総
支
出

の
七

・七
%
乃

至

一
四
・
二
%

で
あ

っ
て
、
飲

食

一人三
「7
玉

0
・
㈱

一
ま

一
・
九

δ
O
・
O

螢
細十

山ハ
巻
.

(佑
四四

號

「
四

⊥ハ
)

七

二
八

一《丁
0

一丁
六

〇
三

一
.
耳

一義

㎜8
凸

一
巻

O
・
距

]
一・
二

〇
圭一三

口
入

一〇∩
白

丁
六

=一
ゐ

O
・
五

丁

一

丁
六

δ
O
・
0

【
ム

O
八

六
.七

〇
・
四

〇
・九

=

一
目

・O

一
・
五

一
・
凹

　
心

0
・
五

【
・
九

丁

四

一8

.
O

一二一右
六
↓

?

=
丁
翠

下
瓦

一口O
あ

嚢

に
射

し
て
は
こ
〇
。
四
%
乃
至
三
=
∵
九

%

で
あ
る
。

千
九
百
十

四
年

ご
千
九

百
十
八
年

ご

が

一
番
低

い
が
、

そ
れ
は
主

人
が
兵
役
に
服
し

て
み
た

か
ら

で
あ

る
最

も

高

い
の
は

千
九

百
十
九

年
乃
至
千
九

百
二
十

…
年

の
「二
.

ケ
年
間

r「浄、
め
る
.
從
來

の
衣
服

が
使
用

す

る
に
耐

へ
な

く
な
り
、

次
第

に
補
充

新
調
す

る
必
要

が
出
来

て
來

把

か
ら

で
め
る
。

こ
の
主
な

る
も

の

は

子
供

の

衣
服
費

(
　
九

二
〇
年

の
七

・○
%

、

一
九
二

】
年

の
五

二

%

)

と
主

婦
の
衣

服
喪

(
　
九

一
九

年

の
五

・○
%

ご

一
九

一
二

年

の
五

・
四
%

〕
で
あ

る
。

飲

食
費

、
衣

服
費

に
次

い
で
、
第

三

に
必
要
な

も
の

は
住
居
費

で
あ

る
。
家
賃

は
最

初

の
七

ケ
年

は
総
支

出

の
・/
〃
乃
至
%

で
あ

っ
た
が
、
千
九
百
十
八
年

に
は
%

、

[
千
九

百
十

九
年

に
は
労

、
千
九

百

二
十
年
及

び
二
十
年



,

仁
は
漏
以

下
に
降

っ
て
み
る
。
燈
火
費

は
全
年
を
通
じ

な

い
の
で
あ

る
。

て
常

に

丁

○
%

で
あ

る
。

薪

炭
費

は
年

に

よ

っ
て
上

・

こ
の
家
族

に
は
大

し
た
病
氣

に
罹

っ
た
も

の
は
な

か

下
あ
り
、

千
九

百
十
五

年

に
は
殊

に
甚

し
く
暴
騰

し
て

つ
た

。
近
年

に
な

っ
て
、
高

い
比
率
を
示

し
て
み

る
の

み
る
。
千
九
百
十
九
年

に
は
多
量

の
薪
炭

を
購

入

し
た

は
讐

薬
料

が
他

の
物

償

に
謝

し

て

一
層
大

な

る
騰

貴
を

の
で
あ

る
。

し
た
も

の
こ
見

る
外

は
な

い
。

千
九
百
十

一
年

ε
千
九

百
十

五
年

ご
二
度
高
幡

居
を

家
族
が
健
康

を
保
持

し
よ
う

ご
す

る
な
ら
ば

、
新
鮮

し
て

み
る
。
家
具
費

の
膨
脹

の
原
因
は

そ

こ
に
あ

る
。

な
室
氣

が
必
要

で
あ
る
。

そ
れ
は
叉
大
都
市

に
生
活
す

即

ち
千
九

百
十

}
年
は

、
四
・
○
%

、
千
九

百
十
五

年
は

る
も

の

、
生
活

條
件
で

あ
る
。

そ
れ
故

に
総
支
出
中

、

五
∴
二
%

で
あ
る
。

そ

の
次

に
は
女
中
費

及

び

保

険
費

旅
行
費

が
比
較

的

に
高

ま

っ
て
み
る
の
で

あ
る
。

只
千

で
あ

る
。
女
中
は
最
初

の
ほ
こ

】
人

で
あ

っ
た
が
、
中

丸
再
十
五
年

の
み
は
例
外

で
あ
る
。

頃
二
人

に
し
、
後

に
久

㎝
人

に
し
だ
。
ま
人

の
吉

ふ
所

塚
族

の
健
康

増
進
費

嬉
し
て
は
旅

行
費

の
他

に
、
激

に
從

へ
ば
、
女
中
を

一
人
塵

め

る
ご
、
子
供

ご
主

婦
の

養
費

ご
娯
楽
費

の
二

つ
が
あ

る
。
激
養
喪

中

に
は
子
供

衣
服
費

の
大
部

分
が
そ
れ

か
ら
出

る
こ
の
串
で
あ

る
。

の
授
業
料
、
激

科
書
費

も
入

っ
て
み

る
。
娯
樂

費

.し
は

女
中

を

一
人

に
し
た
の
は
近

年

の
物
横
暴
鷹

の

北
め
、

芝

居

、
音
樂
曾

の
費
用

及

び
祭
禮
費
等

で
あ

る
。
其

の

已
む
を
得

な

い
結
果

で
あ

る
。
保

険
は
火
災
保
険

、
・路

地

、
夏
期

に
於

け

る
遠

足
盛

等

も
入

っ
て
み
る
。

千
九

難
保

険
及
び
女
中

の
た

め
の
耐

會
保

険

の
三

つ
に
加
人

百
十

]
年

よ
り

千
九

百
十

三
年

に
至

る
三

ケ
年
間

を
除

し
て
み

る
。
.こ
の
費
用

も
次
第

に
増

大

し
て
み
る
。

こ

け
ば
、

こ
の
費
用

は
小
額

で
あ

る
。
千
九

百
二
十

一
年

れ
は
物
保

険

に
劃

し
て
は
保
険

物
禮

の
償
額
上
騰

の
矯

に
多
少
増
大

し
て

み
る

の
は
乗
車
賃
金

の

騰

貴

に

よ

め
で
あ
り
、
砒
會

保
険

に
あ

っ
て
は

保
険
料

の
倍

加

に

る
。

よ
る
。
貯
蓄

に
代

る

べ
き
璽
命
保
険

に
は

加
入

し

て
ゐ

肚
交
費
は
飲

食
費
及

び
贈
物
嚢
中

に
含

ま
れ

て
み
る

雑

録

濁
遙
高
等
官
の
生
計
艶

第
十
六
巻

(第
四
號

一
四

七
)

七
二
九

r

.



難
}

焼
…

…剛
邁
智
　竿
官

の
生
計
毘

第
十
六
巻

(第
四
號

一
四

八
)

七
三
Q

の
で
あ
る
が
、
主

人

の
吉

ふ
所

に
從

へ
ば

.
そ
れ
は
ぽ

「

支

出
は
、
既

述

せ
る
如

く
、
逐
年
膨
脹

し
て
み

る
。

ん
僅

小
で
あ

る
。

即

ち
千
九

百
十

一
年

に
は
八
千
百
三
+
八
馬
克

で
あ

っ

交

通
費

ξ
は
事
務
上
使
用

き
れ
た
運
賃

で
み

つ
て
、

た
も

の
が

、
十

↓
年
後

の
千
九
百

二
十

一
年

に
は
五
萬

「
.
○
%

内
外

で
あ
る
。

三

千
九
百
七
十
六
馬
克

に
膨
脹

し
た

の
で

め
る
。
實

に

直
接
戦
前

に
は

凹
。
○
%

で
あ

っ
た
も

の
が
、
載
恥
中

⊥
ハ
・
六
三
倍

の
膨
脹

で
あ

」る
。

乍

倣

、

各
費
目
間

に
於

は
二
.
○
%

に
下
り
、

千
九

百
十
九

牟
以
後

は

X
上

つ

け

る
指

数

の
攣
動

に
も
、
ま
た
各
要
目
闘

に
於
け

る
需

て
る
る
。
手

紙
は
飲
り
出

さ
な

い
方

で
,
宙
.四
の
用
事

・要

の
熟
度

に
も
叉
差
異

が
あ

る
筈

で

あ
る
か
ら
、
千
九

.

は
大
抵

、
電
話
を

利
用

し

て
み

る
。
其

の
範

の
費

用

ご

百
十

{
年

よ
り
千
九
百

二
十

一
年

に
至

る
十

…
ケ
年
間

は
布
施
費

、
寄
附
金

、
献
金
、

茶
代
等

で
あ

る
、

に
於

け

る
、
総
支
出

の
膨
脹

率
及
び
各
費

口
開

の
支
出

こ
め
家
計
簿
を
見
て
第

己

氣
付
一
族
黙
は
準
備
金

の
膨
脹
率
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
表
は

の
項
が
全
く
な

い
事
で
み
る
。
貯
蓄
を
す

る
ご
か
、
さ

其
の
目
的

で
作
成
せ
ら
れ
た
.も
の
で
あ
る
。
基
本
指
敷

も
な
け
れ
ば
、
ま
人
は
生
命
保
険
に
加
入
す
可
き
で
め

は
千
九
百
十

一
年
よ
う
千
九
百
十
三
年
に
至
る
三

ケ
年

る
。
事
攣
は
思
は
訟
支
出
を
生
越
し
む
る
か
ら
で
あ
る

の
孕
均
で
め
る
。
衙
空
費

の
み
は
千
九
百
十
二
年

ε
千

次
に
家
具
費
及
び
衣
服
凌
に
罫
し
て
も
準
備
金
を
積
立

九
百
十
三
年
の
孕
均
で
あ
る
。
千
九
百
十

一
年
は
法
外

つ
可
き
で
あ
る
。

に
暴
騰
し
て
み
る
の
で
之
を
除

い
た
の
で
め
る
。

第
住 衣 飲 襲!/

二
目/宅 服 食

/年 表
!衣料 費 盛

総
支
出
の
膨
脹
率
及
び
各
表
目
に
於
け
る
支
出

の
膨
脹
率

.

…
九
二
.
よ
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第

二
炭

に
は
電

話
費

、
郵
券
費

、
贈
物
費
、

び
養
育
喪

の
各
・項
が
除

か
れ

て
み
る
。

こ
れ
等

は
家

計

費

企
鴨

の
上

か
ら
見

て
、
極

め
て
附
属
.的

に
過

ぎ
な

い

も

の
や
、
子
供

が
幼
少

な
b
し
爲

め
、
初
期

の
年

度
.に

は
殆

ん
ご
其
支
川
授
業

料
、
漱
科
害
費
を

必
要

こ
し

な
.

か

っ
た
も

の
や

で
あ
る

か
ら
で

あ
る
。

第

二
表
を
見

る

に
、
総
文
面

の
指
数

は
千
九

百
二
十

　
年

に
は
⊥
ハ
四

一
に
上

っ
て

み
る
。
戦
前

の
繊

裕

あ
り

し
生
活

に
謝

し

て
、
戦

後
は
極
度

の
節
約

が
必

要

で
あ

っ
だ
。
職
孚

の
は
じ
め

に
は
支
出

の
膨
脹

は
太

し
π

も

の
で
は
な

か
つ
だ
。
し

か
し
、
千
九
百
十

七
年

に
は
既

雑

録

獅
逸
高
等
官
の
生
計
費

巻冗
0
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空

穴

讐

九

三

ハ

.翼
0閣

交

八

四
.量

売

二

八
老

空

九

茜

一

に
可
な
り
の
膨
脹
な
來
た
し
て
み
る
。
戦
後
も
逐
年
膨

脹
す
る

一
方
で
あ
る
。

各
費
目
に
就

い
て
見

る
恥
は
、
絡
支
出

の
膨
脹
率
以

上
の
膨
脹
率
を
示
し
て
み
る
も
の
・し
、
そ
れ
以
下
に
し

か
膨
脹
し
て
み
な

い
も
の
こ
が
あ
る
。
帥
ち
飲
食
費
、薪

炭
費
及
び
保
険
料
の
膨
脹
牽
は
全
年
期

を
通
じ
て
総
支

出
の
膨
脹
率
を
凌
駕
し
て
み
る
。
之
ご
反
封

に
燈
火
料

(
一
九

一
よ
ハ
年
及
び

一
九
.二
〇
年
は
除
外
)
家
且
ハ費

(
　

九

一
五
年
は
除
外
)
女
中
劉
、
娯
樂
費
の
膨
脹
率
は
全

年
期
を
通
じ
て
総
支
出

の
膨
脹
率
以
下
に
あ
る
。
衣
服

費
、
交
通
費
及
び
租
枕
の
如
き
は
後
年
に
至
っ
て
其
の

鯖
十
六
雀

〔第
四
號

一四
九
〕

七
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膨
脹
傘
が
絡
支
出
の
膨
脹
率
を
超
過
し
て
み
る
が
、
住

宅
料
、
街
党
費

.
族
行
嚢
の
如
き
は
共
の
膨
脹
率
、
初

期

の
年
度
に
於
て
総
支
出
の
膨
脹
學
よ
り
高
く
、
後
年

に
至
っ
て
何
れ
も
低

い
。
之
に
依

っ
て
見
る
特
は
、
生

活
必
要
品

(飲
食
口叩
、
衣
服
.
薪
炭
、
保
険
)
の
支
出

増
加
は
雫
均
支
出
増
加
よ
り
大
で
あ
る
。
物
償
騰
貴
及

び
自
然
的
必
需
に
よ
る
支
出

の
膨
脹
を
都
合
よ
く
調
節

す

る
沈
め
に
、
住
宅
料
、
燈
火
料
、
女
中
費
、
家
具
費
、

娯
樂
費
、
強
行
費
、
等
が
節
減

さ
れ
て
み
る
。
衛
生
覆
.

の
減
少
は
溌
倖
的
結
果
で
あ
る
。
高
等
官
た
る
所
謂
上

層
階
級
の
生
活
に
あ

っ
て
も
、
生
計
費
の
膨
脹
す
る
に

俘

っ
て
衣
食
費
の
爲
め
に
、
文
化
費
が
犠
牲
に
供
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
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